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【緒言】 

得点との関係から勝利の条件を明らか

にするために，バレーボールにおけるゲー

ム分析は数多くのことが行なわれている．

都澤ら（1995）は，ボールデッドの技術

要素をサーブ，アタック，ブロックおよび

ミスに分類して調査を行ない，男女ともに

アタックによるボールデッドの割合が高

いことを報告している． 

本研究が分析対象とした 2013/14V プ

レミアリーグ女子大会においても同様の

傾向がみられ，勝ちチームの取得得点の割

合は，アタックが 63.5％，ブロックが 11％，

サーブが4％，そして相手のミスが21．5％

であった．このことからもアタックが勝敗

を左右する重要な技術といえるだろう． 

アタックは相手チームからの返球を直

接打球するダイレクトアタックを除いて

は，相手からのボールを味方がレシーブし，

別のプレイヤーがトスしたものをアタッ

カーが打球することによって成立するプ

レーである．このような三段攻撃における

トスについて，チームの 70%以上がセッ

ターによるものであると報告されている

（川田，1996）． 

得点機会の多いレセプションアタック

における，Aパス時のセッターの配球に関

する報告は多くみられるが，味方からのパ

スがセッターの定位置に返らなかった場

合のコーチングポイントが明らかになっ

ていないと考えられる． 

本研究では，これまでのバレーボール

におけるゲーム分析がその目的としてき

たように，セッターのトスに関する①ゲー

ム構造の把握，②戦術立案の一助となるこ

と，③チームや個人のトレーニング課題を

明確にすることを念頭に，Bパス時におけ

るセッターのトスに関する課題を明らか

にし，コーチングに役立つ知見を得ること

を目的とした． 

【方法】 

2013/14 V・プレミアリーグ女子大会に

おいて，2013年 11月から 2014年 3月に

かけて行われた総当たり形式のレギュラ

ーラウンド 112試合，5セット目を含めた

全 440セットを対象試合とした． 

セッターのトスに関する調査のため，同

大会に出場した 8 チームの中からセッタ

ーとして試合に出場したすべてのセッタ

ーを対象として，データを集計した．集計

の結果，スターティングメンバーとして出

場した 8 名のセッターと，試合やセット

の途中で試合に出場した控えセッターで

は，トスの試技数が大きく異なるため，ス

ターティングメンバーとして出場した 8

名のセッターを分析の対象とした 

データ分析ソフト「Data Volley 2007

（以下 Data Volley）」および「Data Video 



2007」(両ソフトともデータプロジェクト

製)を用いて，対象となる試合の映像を流

しながら必要なデータの入力を行なった． 

【結果】 

本研究において対象とした国内トップ

リーグ女子バレーボールにおいて，トスの

試技割合は 77.4％がセッターのトスによ

るものであった．抽出した 7項目のうち，

アタック決定率，アタック効果率，ブロッ

ク参加率の 3 項目について，各返球位置

における各項目の平均値に有意差が認め

られた． 

【考察】 

セッタートス後のアタック決定率およ

び効果率をセッター以外のプレイヤーが

トスを上げた後のアタック決定率および

効果率と比較したところ，セッターはその

他のプレイヤー比べ，より良いアタック決

定状況を生み出していることが明らかに

なった． 

レセプションアタックのアタック決定

状況について，パスの評価別にレセプショ

ンアタックとの関係をみたところ，Bパス

時のアタック効果率に強い相関がみられ

たことから，レセプションアタックのパフ

ォーマンスを向上させるためには A パス

時だけでなく，Bパス時のレセ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プションアタック効果率を向上すること

も重要であることが示唆された． 

【結論】 

B パスには，セッターの定位置から①

レフト側に返球されるパス，②ライト側返

球されるパス，③アタックライン側に返球

されるパスがあり，本研究における分析の

結果，以下のことが明らかとなった． 

①レフト側に返球されたパスにおいて

セッターは，ブロック参加率とアタック効

果率との関係から，コンビネーション攻撃

を展開し，味方に有利な状況をつくり出す

ことができていると考えられる．②ライト

側に返球されたパスについてセッターは，

相手のブロック参加率が非常に高値であ

り，同じ B パスエリアであっても，ライ

ト側に返球された段階で攻撃が偏り，コン

ビネーション攻撃の有効性が低くなって

いる可能性が示唆された．また，③アタッ

クライン側にパスが返球された場合にお

けるセッターは，特にアタック効果率の値

が低く，Bパスエリアの中でもアタックラ

イン側に返球されたパスに対するパフォ

ーマンスを改善することが重要であると

考えられる． 

以上から，本研究では，セッターに関す

るコーチングのための新たな知見を得ら

れたと考えられる． 

 

図 1．レセプションアタック効果率と Aパス，Bパスおよび Cパス時のレセプション

アタック効果率 

 


